報道関係者　各位

　皆様もご存知のように、4月13日号ニューズウィーク誌に、ファミリー・インターナショナルに関する中傷に満ちた記事が掲載されました。

　私たちは、ニューズウィーク誌の山田敏弘記者が誹謗者の言葉を鵜呑みにし、適切な取材を怠って、あのように公平さを甚だしく欠いた不正確な記事を執筆されたことに驚きを隠せません。また、取材時に他社を隠れ蓑にして車中に潜み、顔を見せることを拒み、かつ取材目的をごまかし通すという態度にも信じ難い思いをしております。

　山田記者が主要な情報源としたのは、ファミリー・インターナショナルに反対する誹謗者グループであって、中立な立場を取る宗教研究者らではありませんでした。この誹謗者グループは、ファミリー・インターナショナルで養育された善良な若者達が外部で生活を始めるやいなや、私たちに歯向かわせようとして積極的に働きかけています。（私たちは自由意志を尊重していますので、ファミリー・インターナショナルで育った若者は、本人の意思次第で、世間一般の生活を選択することができます）。そのように悪い影響を受けると、それまでは幸せな生活を送っていた人でさえ、過去の経験をすべて悪であると捉え始める場合があります。また、誹謗者の中には、敵対意識が高じて、憎悪に満ちた暴力までも容認するに至った者もいます。幸い、そこまで変貌した若者というのはごく一部ですが、そのうちの一人は殺人まで犯し、その他の者は私たちを中傷するためにマスコミを利用しようとしているのです。

　このような報道について何よりも悲しいことは、私たちが愛してやまない子ども達が巻き添えにされていることです。山田記者には、今回の記事の出版に先立ち、なるべく多くの資料をこちらからお送りしました。私たちは、山田記者が子ども達の福利に十分な配慮を示し、かつ、こちらから送られた資料を熟読した上で、公正な取材を行い、記事を執筆されることを願っていました。しかし、残念ながら、その願いは無惨にも踏みにじられてしまいました。今回の記事で取り上げられた事柄の多くについては、お送りした資料に私たちからの回答が含まれていましたが、それをほぼ全く無視した形で記事が完成されました。

そこで、真実を求めておられる友人の方々と報道関係の皆様のために、山田記者への手紙を公開することに致しました。また、参考資料も同封してありますので、併せてご参照下さい。

　どうか、報道に従事しておられます皆様が、これらの資料を偏見なしにお読みになり、公正な見方をしてくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。
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